
）5 いといがわいといがわ 議会だより（ ここが聞きたい！ 一般質問

質
　
問

　合
併
か
ら
７
年
が
経
過
し
、
米

田
市
政
も
２
期
目
の
最
終
年
度
と

な
っ
た
が
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て

現
状
と
課
題
を
伺
う
。

質
　
問

　市
内
で
の
災
害
情
報
の
取
得
方

法
の
拡
充
に
関
し
て
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

・
山
間
地
の
携
帯
電
話
の
利
用
可

　能
エ
リ
ア
の
拡
充

防
災
対
策
に
つ
い
て

合
併
後
２
期
目
の

最
後
の
１
年
に
当
た
っ
て
の

合
併
効
果
総
活
に
つ
い
て

・
ラ
ジ
オ
電
波
の
受
信
状
況

・
広
報
無
線
（
防
災
行
政
無
線
）

　の
音
声
の
状
況
と
対
応

市
長
答
弁

　
携
帯
電
話
の
利
用
可
能
エ
リ
ア

に
つ
い
て
は
今
年
度
、西
海
地
区
市

野
々
・
御
前
山
等
を
対
象
と
し
た

ア
ン
テ
ナ
設
置
を
進
め
て
い
る
。

　
ラ
ジ
オ
電
波
に
つ
い
て
は
、磯
部

地
区
に
受
信
状
況
の
良
く
な
い
場

所
が
あ
り
、防
災
行
政
無
線
や
戸

別
受
信
機
の
活
用
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、定

期
点
検
の
ほ
か
、受
信
に
不
具
合

等
が
あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
修
理
、

改
善
等
を
行
っ
て
い
る
。

質
　
問

　次
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
伺
う
。

・
地
震
、
津
波
、
豪
雪
に
強
い
交

　通
網
の
充
実
や
高
齢
化
社
会
に

　対
応
し
た
「
災
害
に
強
い
ま
ち

　づ
く
り
」

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
向
け
の

　空
き
家
提
供
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　の
実
験
地
域
化
の
推
進
、
体
験

　型
観
光
の
振
興
等
、「
新
し
い

　雇
用
を
生
む
ま
ち
づ
く
り
」

・
需
要
の
あ
る
体
育
施
設
の
拡
充

　を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交

　流
人
口
の
拡
大
を
図
る
「
ス

　ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
ま

　ち
づ
く
り
」

市
長
答
弁

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
、都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
目
標

に
も
掲
げ
て
お
り
、今
後
も
防
災

や
減
災
を
考
慮
し
た
、災
害
に
強
い

施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
新
し
い
雇
用
を
生
む
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
農
商
工
の
連
携

等
、農
林
水
産
業
を
巻
き
込
ん
だ

異
業
種
交
流
と
連
携
に
よ
り
、糸

魚
川
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、利
用
者

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
、施
設

改
修
等
を
計
画
的
に
行
う
と
と
も

に
、引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
交
流
と
地

域
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

・
合
併
効
果
の
分
析
に
つ
い
て

・
糸
魚
川
、
能
生
、
青
海
の
３
地

　域
そ
れ
ぞ
れ
の
合
併
前
と
合
併

　後
の
現
状
に
つ
い
て

・
３
地
域
別
の
課
題
と
対
応
策

・
全
市
的
な
課
題
と
対
応
策

市
長
答
弁

　
当
市
の
合
併
の
目
的
は
、地
方

分
権
の
推
進
、生
活
圏
の
拡
大
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
、行
財
政

基
盤
の
強
化
の
３
点
が
主
な
も
の

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
地
方
分
権
の
推
進
で
は
事
務
権

限
の
移
譲
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
、生
活
圏
の
拡
大
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
交
通
体
系
の
整
備
に

よ
る
移
動
時
間
の
短
縮
や
バ
ス
等

の
生
活
交
通
の
確
保
、行
財
政
基

盤
の
強
化
で
は
人
件
費
・
経
常
経

費
の
削
減
や
合
併
特
例
を
活
用
し

た
施
設
整
備
な
ど
が
、合
併
の
効

果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
３
地
域
の
合
併
前
後
の
状
況
に

つ
い
て
は
、平
成
22
年
の
総
合
計
画

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
３
地

域
と
も「
住
み
よ
い
」と
い
う
回
答

が
合
併
時
よ
り
増
え
て
お
り
、住

民
意
識
の
面
で
は
前
進
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、地
域
審
議

会
や
新
市
建
設
計
画
な
ど
は
合
併

後
10
年
を
区
切
り
と
し
て
お
り
、

今
後
、３
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

調
査
分
析
を
進
め
て
い
く
。

　
３
地
域
別
の
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
は
、３
地
域
と
も
合
併
後
の
さ

ら
な
る
住
民
の
一
体
感
の
醸
成
が

挙
げ
ら
れ
る
。特
に
能
生
地
域
は

地
理
的
な
要
因
等
か
ら
一
体
感
の

高
ま
り
が
弱
い
と
感
じ
ら
れ
、新

公
民
館
体
制
に
よ
る
地
区
公
民
館

を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
や
地
域

づ
く
り
プ
ラ
ン
の
作
成
に
合
わ
せ
、

一
体
感
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、糸
魚
川
地
域
、青
海
地
域

は
、新
公
民
館
体
制
へ
の
移
行
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、両
地
域
に
お
い

て
も
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
作
成
等

を
契
機
に
一
体
感
の
醸
成
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
全
市
的
な
課
題
と
対
応
策
に
つ

い
て
は
、平
成
26
年
度
末
の
新
幹

線
開
業
を
好
機
と
捉
え
、課
題
と

な
っ
て
い
る
幹
線
交
通
網
の
整
備

や
、ジ
オ
パ
ー
ク
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
基
づ
い
た
受
入
態
勢
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

合
併
後
２
期
目
の
最
後
の
１
年
に

当
た
っ
て
の
合
併
効
果
総
活
に
つ
い
て

議　員
保坂　　悟

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

・
健
康
増
進
に
つ
い
て

・
電
気
自
動
車
の
普
及
策
に
つ
い
て

《
そ
の
他
質
問
項
目
》

・
市
施
設
の
よ
り
有
効
な
運
用
に
よ
る

　市
民
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

《
そ
の
他
質
問
項
目
》
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